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コース名 科目名

遠隔医療入門

オリエンテーション（開講挨拶、研修概要）

遠隔医療入門

遠隔医療の制度（医師法,診療報酬）

遠隔医療入門コース・レポート作成

地域医療推進・災害
医療

地域医療と遠隔医療の実施指針
地域の実例（１） 香川および各地

地域の実例（２） 東北
災害医療への検討

地域医療・災害医療ワークショップ

地域医療・災害医療コース レポート作成

二日目
コース名 科目名

基礎コース（技術
編）

遠隔医療の情報セキュリティとプライバシー

遠隔医療と標準技術

遠隔医療に用いる各種機器と通信技術

ワークショップ（質疑応答・レポート作成）

在宅医療

在宅患者のための遠隔診療
在宅患者のための遠隔診療

遠隔診療の実際（医師、看護師）
遠隔診療実習（１）
遠隔診療実習（２）

ワークショップ（質疑応答・レポート作成）

三日目

コース名 科目名

基礎コース（制度・
研究編）

遠隔医療の概況と課題

特別講演（地域包括ケアと遠隔医療）

遠隔医療の臨床研究

ワークショップ（質疑応答・レポート作成）

モニタリング入門

モニタリングの基礎（１）、循環器

モニタリングの基礎（２）、呼吸器、糖尿病

モニタリングの基礎（３） テレナース

モニタリング実習（１）
モニタリング実習（２）

ワークショップ（質疑応答・レポート作成）

（参考）研修プログラム

●平成2７年度の開催概要
【開催日】

平成27年11月13日（金）～15日（日）：東京
平成27年11月27日（金）～29日（日）：大阪

【対象者】
遠隔医療に携わる（予定も含む。）医療従事者等
・医療機関に勤務する医師、看護師、薬剤師等の医療従事者
・介護施設に勤務する介護職
・地方公共団体の医療担当部局等に勤務する職員

・その他遠隔医療に携わる者（例：保健師、情報システム担当者、システムベンダー職員）
【参加者】

７３名

【内容と狙い】
遠隔医療について、実施できる範囲の考え⽅や、実施
するため必要となる機器等の知⾒に乏しい医療関係者が
利⽤を控える実態もあることを踏まえ、遠隔医療に携わ
る医療従事者等を対象に、
①制度(医師法､診療報酬等)に関する講義
②技術(セキュリティ､遠隔医療機器等)に関する講義
③実習（遠隔診療､モニタリング）
④ワークショップ

等による研修を実施し、遠隔医療に関する広範な知識と
実践的⼿法を習得させることを⽬的とする。

遠隔医療従事者研修事業（平成26年度から開始）平成28年度予算案
6,640千円 （6,658千円）
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施設数
伸び率

平成23年 平成26年

総数
[8,605]

8,460  8,493 

遠隔画像診断 1,157  1,335  115.4%

遠隔病理診断 190  226  118.9%

遠隔在宅医療 8  18  225.0%

施設数 8,493 

遠隔画像診断

導入施設数 1,335 

診断依頼を受けた
施設数 742 
件数 38,846 

診断依頼に出した
施設数 1,185 
件数 200,493 

遠隔病理診断

導入施設数 226 

診断依頼を受けた
施設数 63 
件数 3,164 

診断依頼に出した
施設数 134 
件数 5,622 

遠隔在宅診療・療養支援
導入施設数 18 
患者延数 1,067 

施設数
伸び率

平成23年 平成26年

総数
[99 547]

98,004  100,461 

遠隔画像診断 1,246  1,798  144.3%

遠隔病理診断 229  808  352.8%

遠隔在宅医療 552  544  98.6%

遠隔医療システムの導入状況

注：平成23年について、[8 605]は全国の数値。それ以外は宮城県の石巻医療圏、気仙沼医療圏及び福島県を除いた数値。

施設数 100,461 

遠隔画像診断

導入施設数 1,798 

診断依頼を受けた
施設数 686 
件数 48,152 

診断依頼に出した
施設数 1,879 

件数 176,551 

遠隔病理診断

導入施設数 808 

診断依頼を受けた
施設数 111 
件数 4,555 

診断依頼に出した
施設数 844 
件数 12,487 

遠隔在宅診療・療養支援
導入施設数 544 
患者延数 15,632 

１．遠隔医療システムの導入施設数と伸び率

２．遠隔医療による画像・病理診断延数と在宅診療の患者延数（平成26年9月分）

出典：医療施設調査（厚生労働省）

＜病院＞ ＜一般診療所＞

＜病院＞ ＜一般診療所＞
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